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商品市況展望 

平成 25 年 12 月 15 日記 

為替市場では、今週も円安の動きが続いた為替市場では、今週も円安の動きが続いた為替市場では、今週も円安の動きが続いた為替市場では、今週も円安の動きが続いた。その割には国内商品市場の上昇は大した事がな

いわけだが、逆に言えばこの円安で大きな下落は避けられたとも言える。 

円安が進行している原因は、根強い円売りの他に、今週発表になった米経済指標が好調だった

こともサポート要因だ。またユーロ買いも、ファンダメンタルズからの追い風は無い状況とは思

われるものの、ECB による追加緩和も早期には無いとの見方が支援している他、年末に向けて

の資金需要ひっ迫感から、ユーロの短期金利上昇が続いている事が要因だ。 

ただし巻末の為替のコーナーで解説しているとおり、チャートは若干の懸念がある情勢である

事も間違いのないところ。 

 

さて来週は、注目の今年最後の FOMC である。QE 縮小開始を決める可能性はあるのか？は

市場の最大の関心だ。（当方は、おそらく今回は無いと思うが） 

ただしいずれにせよ、何時かは QE 縮小が開始される。いつまでもいつまでも、カンフル剤を

打ち続けて株価を上げ続けることなど不可能だからだ。そしてその縮小開始の時期だが、次期

FRB 議長に決まっているイエレン氏も明言しているのは、失業率が改善された時にするという

事。その失業率が何パーセントになったら良いのかは、もちろんはっきりは言わないわけだが…。 

 

この失業という問題については、当方は常々疑問に思っている事がある。世界の人口が増え続

ける中で、工業のみならず農業も大きく機械化が進み、普通の会社だってコンピュータ化が進ん

でいるわけで、労働力は常に過剰であるというか、労働＝仕事をしないで済むように人類は努労働＝仕事をしないで済むように人類は努労働＝仕事をしないで済むように人類は努労働＝仕事をしないで済むように人類は努

力・進歩して来たのではないか…力・進歩して来たのではないか…力・進歩して来たのではないか…力・進歩して来たのではないか…という事だ。欧州なんぞ、米国の失業率の比ではないほどの数

値であるが、それで食えないで死ぬわけじゃなければ、幸せなんじゃないの？という話だ。 

そもそもキリスト教社会では、労働は神の罰であるキリスト教社会では、労働は神の罰であるキリスト教社会では、労働は神の罰であるキリスト教社会では、労働は神の罰である。アダムとイブは神の楽園であるエデン

の園で幸福に生きていたが、禁断の果実を食べた事で神に罰を与えられた。その罰は、女に対し

ては｢はらみの苦しみ｣であり、男に対しては｢額に汗を流してパンを得る苦しみ｣を与えられたわ

けだ。 

イスラム教も例外じゃないイスラム教も例外じゃないイスラム教も例外じゃないイスラム教も例外じゃない。元々、遊牧民の宗教であったイスラム教には｢強いものが放牧し、

弱いものが耕す｣という格言があるという。農業では働けば働くほど収入が増えるから｢勤勉は美

徳｣だが、遊牧民は幾らあくせく働いても羊が倍の子供を産むわけでもなければ、倍の草を食べ

て倍の乳を出すわけでもない。つまりは｢労働蔑視｣が根源にある｢労働蔑視｣が根源にある｢労働蔑視｣が根源にある｢労働蔑視｣が根源にあるわけだ。 

日本人＝神道にとっては｢労働は美徳｣である日本人＝神道にとっては｢労働は美徳｣である日本人＝神道にとっては｢労働は美徳｣である日本人＝神道にとっては｢労働は美徳｣であるわけだが、それはきっと日本の社会の成り立ち

や風土に関係しているのだろう。 

 

基本的に当方の仕事は、毎日毎日、明日は高いか？安いか？と頭を悩ますのが仕事であるが、

さてこれが労働なのかどうか。イエレンの失業率改善も、本当は世の中の流れには逆行している

のではないか？などと、ふと考えてみるこの頃だ。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 \4,069 39 \4,071 33 

12 月 10 日 \4,130 61 \4,136 65 

12 月 11 日 \4,154 24 \4,160 24 

12 月 12 日 \4,141 -13 \4,147 -13 

12 月 13 日 \4,092 -49 \4,100 -47 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『金への資金流入は全く見られず、トレンドの転換は困難なもの

だと見られる。国内相場の唯一の買い材料は円安のみであり、戻り売り継続のままであろう』と

コメントした。 

今週の相場展開は、11 日には 4,200 円台に接近する 4,1924,1924,1924,192 円の高値まで記録したが、週末に円の高値まで記録したが、週末に円の高値まで記録したが、週末に円の高値まで記録したが、週末に

掛けてはまた軟化掛けてはまた軟化掛けてはまた軟化掛けてはまた軟化。チャートでは一目均衡表の雲で跳ね返された格好となったチャートでは一目均衡表の雲で跳ね返された格好となったチャートでは一目均衡表の雲で跳ね返された格好となったチャートでは一目均衡表の雲で跳ね返された格好となった。 

 

4,0014,0014,0014,001 円（円（円（円（12/512/512/512/5）→）→）→）→4,1924,1924,1924,192 円（円（円（円（12/1112/1112/1112/11）まで）まで）まで）まで 200200200200 円弱の戻り円弱の戻り円弱の戻り円弱の戻りとなったわけだが、その後また軟

化しており、本格的な上昇に転じる気配はさほどない。本格的な上昇トレンドに乗るには、ま本格的な上昇トレンドに乗るには、ま本格的な上昇トレンドに乗るには、ま本格的な上昇トレンドに乗るには、ま

ずはずはずはずは 4,2004,2004,2004,200 円台に乗せる必要があり、更には円台に乗せる必要があり、更には円台に乗せる必要があり、更には円台に乗せる必要があり、更には 10/3110/3110/3110/31 の高値の高値の高値の高値 4,2984,2984,2984,298 円を抜けて行く必要がある円を抜けて行く必要がある円を抜けて行く必要がある円を抜けて行く必要がある。 

NY 金は相変わらず戻ってもすかさず売られる状況であり、円安のみの買い材料では、所詮は

そこまでの力は無いのではあるまいか。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,092 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,102 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,099 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,097 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \3,975 

10 月 16

日 

\4,100 

2014 年 10 月 \4,254 

10 月 29

日 

\4,298 

10 月 31

日 

\4,001 12 月 5 日 \4,100 

    

〇NY 金日足 

…削除済み… 

12/12/12/12/13131313 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 9.79.79.79.7 ドルドルドルドル高高高高のののの 1234.61234.61234.61234.6 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。反騰の要因は、米生産者物

価指数（PPI）が低下し、早期の緩和縮小観測が後退したとされたためだ。 

下値支持線は下値支持線は下値支持線は下値支持線は 12/812/812/812/8 に記録したに記録したに記録したに記録した 1210.11210.11210.11210.1 ドルドルドルドルであり、上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は 10101010 日に記録した日に記録した日に記録した日に記録した 1267.51267.51267.51267.5 ドドドド

ルルルルである。これをどちらにブレイクするかが、目先の注目となるだろう。 

 

ただしいずれにせよ、量的緩和が永遠に続くわけではない。何時かは終わりを告げるわけで、
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その時はやはりドル建て金価格は 1000 ドル程度まで落ちて行くのだろう。だからこそ大手金融

機関はみな弱気の観測なのだろうし、ETF 残高も減少の一途なのだろうと考える。 

 

なお CFTC 発表の 12/12/12/12/10101010 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

またまたまたまた 12/12/12/12/13131313 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、戻り売りのトレンドからの脱却は困難だろう。現状ではまだ値ご

ろ感が働いて安値からは戻す相場展開となっているものの、いずれ出る QE 縮小の動きで下抜け

るだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週の白金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 \4,502 32 \4,550 43 

12 月 10 日 \4,581 79 \4,624 74 

12 月 11 日 \4,572 -9 \4,622 -2 

12 月 12 日 \4,572 0 \4,625 3 

12 月 13 日 \4,532 -40 \4,587 -38 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『ファンダメンタルズでは金よりも強いが、相場は金の下

落の影響を大きく受けている。よってトレンドは下向きのままであり、南ア材料など独自の強烈

な買い材料が出ない限りは、プラチナの単独高は難しいだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、11 日には 4,6674,6674,6674,667 円の高値円の高値円の高値円の高値まで戻し、一瞬だが一目均衡表の雲の上に出た。

しかしそこからは反落し、4,600 円台は割り込んでの終了である。 

 

4,4754,4754,4754,475 円（円（円（円（12/412/412/412/4））））→→→→4,6674,6674,6674,667 円（円（円（円（12/1112/1112/1112/11）までの戻りは）までの戻りは）までの戻りは）までの戻りは 192192192192 円円円円。ほぼ金と同じ値幅の戻りであっ

た。 

ただし本格的な上昇トレンドに入るには、4,740 円を抜く必要があり、また抜けたとしても過

去何度も 5,000 円の壁で跳ね返されて来た経緯があるだけに、手放しで強気が出来る環境ではな

いだろう。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京白金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,532 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,553 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,568 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,566 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \4,302 10 月 4 日 \4,577 

2014 年 10 月 \4,648 

10 月 29

日 

\4,740 

11 月 15

日 

\4,475 12 月 4 日 \4,587 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,555588887777 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,100100100100 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝487487487487 円円円円。 

 

11/15 に 567567567567 円幅円幅円幅円幅まで拡大した後、425 円まで詰まってまた開き始めた。400 円以下まで大き

く詰まることは当分ないのだろう。 

 

結論として当方の相場観は、大きな上昇も無いだろうが、逆に急落もしづらい相場であろう。

逆張りでの対処がベターであると考える。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『69,630 円が天井になっていないか？ 抜けたら踏んでまた売り場探しで

あるが、チャートでは天井圏であり、ファンダメンタルズでもこれ以上の青天井相場は困難であ

ろうとの見方を採っている』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 98.7598.7598.7598.75 ドル（ドル（ドル（ドル（12/1112/1112/1112/11））））まで上昇の後、一目均衡表の雲の壁で上値

がつかえた格好である。週末 12/13 は、前日比 0.90 ドル安の 96.6096.6096.6096.60 ドルドルドルドルでの終了である。 

 

NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 3333 段逆行の形成～段逆行の形成～段逆行の形成～段逆行の形成～WWWW 底の完成で予測通りに舞い上がり、底の完成で予測通りに舞い上がり、底の完成で予測通りに舞い上がり、底の完成で予測通りに舞い上がり、98989898 ドル台まで上昇であるドル台まで上昇であるドル台まで上昇であるドル台まで上昇である。

ただし先週号でもコメントしたとおり、『ここから上は、一目均衡表の厚い雲に差し掛かるわけここから上は、一目均衡表の厚い雲に差し掛かるわけここから上は、一目均衡表の厚い雲に差し掛かるわけここから上は、一目均衡表の厚い雲に差し掛かるわけ

であり、またであり、またであり、またであり、また 102102102102 ドルというのが強い上値抵抗線でもあるため、失速の懸念がないでもないドルというのが強い上値抵抗線でもあるため、失速の懸念がないでもないドルというのが強い上値抵抗線でもあるため、失速の懸念がないでもないドルというのが強い上値抵抗線でもあるため、失速の懸念がないでもない』

という通りの展開となったわけだ。 

順当なところでは、今後は 95 ドル～102 ドルの範囲でのもみ合いに移行するのではあるまい

か？    

 

なお週末のロンドンブレントロンドンブレントロンドンブレントロンドンブレントはははは…中略… 

また CFTC のファンドの建玉報告は、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 \70,250 740 \68,920 820 

12 月 10 日 \69,740 -510 \68,210 -710 

12 月 11 日 \69,300 -440 \67,680 -530 

12 月 12 日 \69,570 270 \67,860 180 

12 月 13 日 \69,410 -160 \67,700 -160 

東京原油は 69,63069,63069,63069,630 円（円（円（円（12/412/412/412/4））））から反落から反落から反落から反落した相場が、67,15067,15067,15067,150 円（円（円（円（12/1212/1212/1212/12）まで）まで）まで）まで 2,5002,5002,5002,500 円ほどの円ほどの円ほどの円ほどの

下落下落下落下落。若干、団子天井のような様相になって来ている。 

 

先週号において『当方としては、ここからは“やはりどこかで売りたい“というのが正直なと

ころであり、5 日の陰線出現で、69,630 円は天井になっていないかな？と再び考えて見たいとこ

ろである』としたわけであるが、そうなっていても全然おかしくない状況であると言えるだろう。 

 

ともかくすでに、61,13061,13061,13061,130 円（円（円（円（11/811/811/811/8）→）→）→）→69,63069,63069,63069,630 円（円（円（円（12/412/412/412/4）まで）まで）まで）まで 8,5008,5008,5008,500 円も上がった相場円も上がった相場円も上がった相場円も上がった相場である。

3 分の 1 押しで 2,800 円あり、半値押しなら 4,250 円あるわけだ。つまりは、65,000 円程度まで

押したって全然おかしくないだろうと考えるわけだ。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
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東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \70,790 12 月 4 日 \60,000 8 月 9 日 \69,410 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \70,180 12 月 4 日 \59,720 8 月 9 日 \68,440 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \70,020 12 月 4 日 \61,410 11 月 8 日 \68,190 

2014 年 3 月 \62,520 10 月 1 日 \69,900 12 月 4 日 \61,250 11 月 8 日 \68,020 

2014 年 4 月 \63,780 11 月 1 日 \69,750 12 月 4 日 \61,130 11 月 8 日 \67,850 

2014 年 5 月 \67,680 12 月 2 日 \69,630 12 月 4 日 \\\\67,15067,15067,15067,150    

12121212 月月月月 12121212

日日日日    

\67,700 

  

 結論として当方の相場観は、69,630 円で当面の天井を打ち、調整局面入りとなっている相場

であろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 \77,570 540 \82,320 810 

12 月 10 日 \76,800 -770 \81,850 -470 

12 月 11 日 \76,140 -660 \81,350 -500 

12 月 12 日 \76,940 800 \81,470 120 

12 月 13 日 \77,050 110 \81,250 -220 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『相場は典型的な青天井のパターンとなっている。しかし天井圏である事は

間違いないので、当方は売りから仕掛ける相場観である事には変わらない。天井形成のチャート

パターン出現を待っての売りである』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けは上昇するものの 12/4 の高値 82,760 円は抜けず。そうして反落の

展開に入った相場は、80,58080,58080,58080,580 円（円（円（円（12/1212/1212/1212/12）までの）までの）までの）までの 2,0002,0002,0002,000 円超の下落円超の下落円超の下落円超の下落となった。 

 

相対力指数の推移から見ても、当面の天井は打った相場であろう。すでに 9,000 円超も上がっ

た相場であり、3 分の 1 押しでも 3,000 円、半値押しなら 4,500 円の押しがあって不思議ではな

い情勢ゆえ、今後は調整局面に入ったと見るのが順当だろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \77,940 12 月 4 日 \69,520 6 月 27 日 \77,050 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \79,550 12 月 4 日 \71,020 8 月 9 日 \78,300 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \81,430 12 月 4 日 \73,060 11 月 8 日 \80,060 

2014 年 4 月 \76,190 9 月 26 日 \82,070 12 月 4 日 \73,350 10 月 8 日 \80,520 

2014 年 5 月 \75,100 

10 月 28

日 

\82,620 12 月 4 日 \73,620 11 月 8 日 \80,990 

2014 年 6 月 \78,830 

11 月 26

日 

\82,760 12 月 4 日 \78,630 

11 月 26

日 

\81,250 

 

12/12/12/12/13131313 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

12/712/712/712/7 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、チャートでは 82,760 円で当面の天井を打った模様。しかしスポ

ット価格は堅調であり、需給もタイトな状態となっているため、まだ大暴落する可能性も低いだ

ろう。上値もみ合いの逆張り相場に移行するかもしれない。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 \85,160 330 \81,040 840 

12 月 10 日 \84,190 -970 \80,500 -540 

12 月 11 日 \83,190 -1000 \80,080 -420 

12 月 12 日 \83,620 430 \80,250 170 

12 月 13 日 \83,740 120 \80,010 -240 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『まだ完全に天井を打ったのかどうかは判らぬが、天井圏に入ってきた事だ

けは確実だろう。今後は完全に売り狙いへとシフトであり、天井形成のパターンを待っての売り

方針である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けは上昇して再びの高値トライとなったが、12/4 に記録した 81,500

円は突破出来ず。その後は、上値の重い状況に変化して来た上値の重い状況に変化して来た上値の重い状況に変化して来た上値の重い状況に変化して来た。 

 

72,90072,90072,90072,900 円（円（円（円（11/811/811/811/8）→）→）→）→81,50081,50081,50081,500 円（円（円（円（12/412/412/412/4）まで）まで）まで）まで 8,6008,6008,6008,600 円の上昇を演じた相場も、高値からは円の上昇を演じた相場も、高値からは円の上昇を演じた相場も、高値からは円の上昇を演じた相場も、高値からは 2,0002,0002,0002,000

円ほどの調整局面入りとなって来ている円ほどの調整局面入りとなって来ている円ほどの調整局面入りとなって来ている円ほどの調整局面入りとなって来ている。 

相対力指数の推移を見ても、当面は 81,500 円で天井を確認した可能性が大であろう。ただし

今年は強烈な寒波の襲来も予測されているゆえ、需給が再びタイトになるようであれば期近から

引き締まる事が予想されるため、当面の天井を確認したからといって急落するかどうかは不明。

案外と高値持ち合いで、乱高下するというのが正解かもしれない。 

 

なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \86,470 

11 月 29

日 

\72,650 6 月 27 日 \83,740 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \86,170 

11 月 29

日 

\74,130 8 月 9 日 \83,800 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \84,700 12 月 4 日 \75,710 11 月 8 日 \82,900 

2014 年 4 月 \75,440 9 月 26 日 \82,060 12 月 4 日 \73,430 11 月 8 日 \80,770 

2014 年 5 月 \74,290 

10 月 28

日 

\81,460 12 月 4 日 \72,900 11 月 8 日 \80,090 

2014 年 6 月 \78,410 

11 月 26

日 

\81,500 12 月 4 日 \77,700 

11 月 26

日 

\80,010 

 

12/12/12/12/13131313 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

12/712/712/712/7 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

   

結論として当方の相場観は、チャートでは 81,500 円で当面の天井は打っただろう。しかし急

落するかどうかは、今後の需要動向次第であろう。順当ならば、高値もみ合い相場への移行か。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 275.3 7.4 281.1 5.3 

12 月 10 日 278.0 2.7 279.8 -1.3 

12 月 11 日 274.9 -3.1 279.7 -0.1 

12 月 12 日 279.2 4.3 284.1 4.4 

12 月 13 日 280.1 0.9 283.7 -0.4 

先週号においては『チャートでは 290 円を目指す相場となっても全く不思議ではないが、それ

でも買いで取る相場ではないというのが当方の考え方。引き付けての売り狙いであり、高くなれ

ばなるほど後の下げが美味しいとの見方である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には 285.9285.9285.9285.9 円（円（円（円（12/12/12/12/13131313）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。 

 

相場は明らかに 9 月の高値 290 円を意識しているが、相対力指数は 70 ポイントをオーバー。

青天井相場とならない限りは、そろそろ天井圏に突入した相場という事になる。 

250250250250 円台での円台での円台での円台での 3333 点底点底点底点底のののの形成形成形成形成から本格的な上昇相場となったゴムだが、何度もコメントしている

とおりファンダメンタルズには強気の材料もない。…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 282.5 9 月 9 日 225.5 6 月 25 日 280.1 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 279.1 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 249.2 11 月 5 日 277.3 

2014 年 3 月 277.9 9 月 25 日 280.7280.7280.7280.7    

12121212 月月月月 13131313

日日日日    

251.0 11 月 5 日 278.6 

2014 年 4 月 261.1 

10 月 28

日 

283.5283.5283.5283.5    

12121212 月月月月 13131313

日日日日    

253.5 11 月 5 日 281.4 

2014 年 5 月 260.8 

11 月 26

日 

285.9285.9285.9285.9    

12121212 月月月月 13131313

日日日日    

256.5 

11 月 27

日 

283.7 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、12 月限 280.1 円～5 月限 283.7 円と 3.63.63.63.6 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は大幅に縮小で

あるが、当先が逆ザヤまで進むとは思えない。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、11/20 現在で 2,151 トン増の 9,320 トン。4 旬連続の増加であり、今旬

は大きく増加である。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫は、は、は、は、…中略… 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、2 万元台を一時回復したが、チャートはここから上は重そうな雰囲気だ。 

 

 結論として当方の相場観は、そろそろ天井圏に入ってきた。ここからは売り場探しであり、盛

りの良い場面を慎重に売り上がるのが良いだろう。 
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 〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕 

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 \27,100 -100 \25,930 280 

12 月 10 日 \25,000 -2100 \26,000 70 

12 月 11 日 \25,000 0 \25,930 -70 

12 月 12 日 \24,900 -100 \25,970 40 

12 月 13 日 \22,500 -2400 \25,880 -90 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『このまま大相場に発展するとは思えないため、今回の戻り相場が一巡する

まで様子見であろう。次の下げで底打ちしたら、そこからが本格的な買い参入であると考えてい

る』とコメントした。 

今週の相場展開は、26,08026,08026,08026,080 円（円（円（円（12/1212/1212/1212/12）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇の後、26,000 円を挟んだ取引に。 

 

相対力指数の状況から見れば、そろそろ天井圏に入ってきた相場であろう。1 月限は週末に納

会し、週明けには来年の 1 月限＝新穀がスタートする。…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,890 12 月 4 日 \23,350 10 月 3 日 \22,500 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \25,740 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \23,050 

10 月 15

日 

\24,850 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,450 

11 月 20

日 

\24,990 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \24,180 11 月 8 日 \25,270 

2014 年 11 月 \24,790 

10 月 16

日 

\\\\26,08026,08026,08026,080    

12121212 月月月月 12121212

日日日日    

\24,380 11 月 8 日 \25,880 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告は、…中略… 

 

なお 12 月 10 日に発表された米国需給では、需要を若干増加させて、期末在庫は前月の期末在庫は前月の期末在庫は前月の期末在庫は前月の 14.614.614.614.6％％％％

→→→→13.713.713.713.7％に若干低下させた％に若干低下させた％に若干低下させた％に若干低下させた。ちょっとは強材料だが、昨年同期の 7.4％よりは相変わらず高水準

の在庫である。 

 

結論として当方の相場観は、本格的な調整局面を期待したい。大きく押せば買いたい新穀限月

がスタートしたため、これから参入の機会をうかがいたい。 

 



 11 

〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 9 日 \68,200 100 \57,220 530 

12 月 10 日 \68,200 0 \57,710 490 

12 月 11 日 \67,500 -700 \57,450 -260 

12 月 12 日 \67,500 0 \57,060 -390 

12 月 13 日 \67,500 0 \57,010 -50 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『天井打ち～反落をゆっくり待ちたい。空売りしているわけではないので上

がっても困る事もないが、来年の天候相場に向けてはなるたけ安い場面を買いたいという見方は

変わらない』とコメントした。 

今週の相場展開は、57,90057,90057,90057,900 円（円（円（円（12/1012/1012/1012/10）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。その後反落に転じた相場は、57,000 円ど

ころまでは下落した。 

 

チャートでは大幅逆ザヤ～青天井相場を演じてきた相場であるが、何となく当面の天井は確認

した気配である。 

そうは言っても、やはり 1 万円幅の逆ザヤ相場は簡単には叩けないだろうし、最大下げても

55,000 円くらいかな？という気もせんでもないが…。…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \70,390 

11 月 28

日 

\48,450 1 月 9 日 \67,500 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \65,450 

11 月 29

日 

\48,960 8 月 8 日 \62,010 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \\\\63,68063,68063,68063,680    

12121212 月月月月 11111111

日日日日    

\49,850 5 月 2 日 \62,550 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \\\\63,10063,10063,10063,100    

12121212 月月月月 11111111

日日日日    

\49,130 8 月 8 日 \60,530 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \\\\58,21058,21058,21058,210    

12121212 月月月月 11111111

日日日日    

\51,480 10 月 3 日 \57,350 

2014 年 10 月 \53,600 10 月 16 日 \\\\57,90057,90057,90057,900    

12121212 月月月月 10101010

日日日日    

\51,900 

10 月 16

日 

\57,010 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告では、…中略… 

  

なお 10 日に出た米農務省報告では、需要を増加させて在庫率は前月の在庫率は前月の在庫率は前月の在庫率は前月の 5.25.25.25.2％→％→％→％→4.64.64.64.6％に低下％に低下％に低下％に低下。

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、当面の天井は打ったものと思われるが、大幅逆ザヤ相場が続く限

りは、やはり下げたところを買いから入るのが基本か。どこまで調整するかを期待したい。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

三角持ち合い上放れで、104 円台まで接近した円安だが、チャートはそろそろ警戒を要する格チャートはそろそろ警戒を要する格チャートはそろそろ警戒を要する格チャートはそろそろ警戒を要する格

好となって来ている好となって来ている好となって来ている好となって来ている。というのも、相対力指数は典型的な三というのも、相対力指数は典型的な三というのも、相対力指数は典型的な三というのも、相対力指数は典型的な三段逆行を示しているからだ段逆行を示しているからだ段逆行を示しているからだ段逆行を示しているからだ。 

週末の NY 市場では 103 円 18 銭と若干の円高であり、これが杞憂に終われば良いが、円安の円安の円安の円安の

天井打ちからの急激な円高転換を危惧する天井打ちからの急激な円高転換を危惧する天井打ちからの急激な円高転換を危惧する天井打ちからの急激な円高転換を危惧する。もしもそうなるとすれば、FOMC 前後がきっかけ

になるかもしれない。 

    

なお来週の主な予定は、…中略… などとなっている。 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

ユーロ/円相場はドル/円相場以上の円安進行となっており、142 円台まで進んでいるわけだ。

相対力指数は 80 ポイント近くまでの上昇であり、ずっと 70 ポイント以上で推移する格好は典

型的な青天井相場である。 

…中略… 

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

 週末の NY ダウは、15 ドル高と堅調。しかしチャートでは、16,174 ドル（11/29）で天井を

打っている格好である。 

 ただし暴落するかどうかは、疑問有り。おそらく指数調整の下げであり、一目均衡表の雲で支

えられるのではないかと見られる。 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


